


選
評
一
覧

選
者

田
中
春
生

山
根
真
矢

与
謝
野
町
俳
句
大
賞

関
西
学
院
大
学
書
道
部

書
道
パ
フ
オ
ー
マ
ン
ス

春
風
へ
さ
つ
と
鼓
舞
の
字
立
ち
上
が
る

大
阪
府
大
阪
市

古
田
几
城

【
田
中
】
大
学
の
構
内
。
新
入
生
歓
迎
の
行
事
が
催
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
書
道
部
の
学
生
が
背
丈
を
超
え
る
ほ
ど
の
大
き
な
紙
に

「
鼓
舞
」
と
揮
毫
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
て
い
る
。

春
風
に
掲
げ
上
げ
ら
れ
る
、
今
現
在
の
瞬
間
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
表
さ
れ
て
い
る
。

【
山
根
】
何
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
大
き
な
紙
が
持
ち
上
げ
ら
れ
た
瞬
間
、「
鼓

舞
」
の
字
が
「
春
風
」
に
躍
動
し
た
の
だ
ろ
う
。
学
生
の
動
き

も
溌
剌
と
し
て
い
て
、
観
客
を
魅
了
し
た
に
違
い
な
い
。
現
代

的
な
イ
ベ
ン
ト
を
句
材
に
選
ぶ
作
者
の
姿
勢
も
、
意
欲
的
で
前

向
き
だ
。

京
都
府
知
事
賞

天
橋
立

雪
の
橋
雪
よ
り
雪
に
架
か
り
た
る

兵
庫
県
神
戸
市

杉
岡
壱
風

【
田
中
】
雪
景
色
の
天
橋
立
の
姿
が
大
胆
に
描
か
れ
て
い
る
作
品
。
白
雪

の
降
り
積
も
っ
た
こ
ち
ら
側
と
向
う
側
と
を
つ
な
ぐ
雪
の
天

橋
立
。
一
句
の
な
か
に
「
雪
」
の
字
が
三
つ
も
含
ま
れ
て
い
て

も
煩
く
な
く
、
逆
に
、
見
事
な
表
現
と
し
て
昇
華
さ
れ
て
い
る
。

【
山
根
】
山
か
ら
望
む
「
天
橋
立
」
の
全
景
を
、「
雪
の
橋
」
に
見
立
て
た

と
解
釈
し
た
。
陸
の
「
雪
」
の
白
さ
を
引
き
立
た
せ
て
い
る
の

は
、
海
の
色
で
あ
ろ
う
。
青
色
、
鈍
色
、
茜
色
な
ど
、
何
色
を

想
像
す
る
か
は
読
者
の
自
由
だ
が
、
色
彩
の
対
比
が
美
し
い
俳

句
で
あ
る
。

与
謝
野
町
長
賞

先
に
逝
っ
た
ら
、
承
知
し
な
い
よ

延
命
水
入
り
水
鉄
砲
君
に
撃
つ

東
京
都
国
分
寺
市

守
屋
明
俊

【
田
中
】
前
書
が
会
話
調
の
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
。
愛
情
の
表
現
が
禁
止
の

命
令
口
調
で
あ
る
点
も
、
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
よ
う
だ
。

延
命
水
を
水
鉄
砲
で
か
け
ら
れ
る
「
君
」
の
状
況
は
明
確
に
は

示
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
重
篤
な
状
況
に
あ
る
の
か
も
知

れ
な
い
。

【
山
根
】「
延
命
水
」
と
呼
ば
れ
る
湧
水
は
各
地
に
あ
る
。
飲
め
ば
長
生

き
で
き
る
と
い
う
水
で
、「
水
鉄
砲
」
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
の

は
、
意
外
性
が
あ
る
。
前
書
か
ら
「
君
」
へ
の
愛
情
が
伝
わ
る

と
同
時
に
、「
君
」
は
病
身
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
れ
、
胸
が
詰

ま
っ
た
。

宮
津
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞

一
人
暮
し
だ
っ
た
父
の
遺
品

三
軒
に
貰
は
れ
て
ゆ
く
目
高
か
な

兵
庫
県
神
戸
市

平
尾
美
智
男

【
田
中
】
ず
っ
と
大
事
に
飼
わ
れ
て
い
た
目
高
。
き
っ
と
、
一
人
暮
し
の

時
間
を
豊
か
な
も
の
に
し
て
く
れ
た
目
高
。
貰
わ
れ
て
ゆ
く
今

も
、
飼
主
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
も
知
ら
ず
元
気
に
泳
い
で
い
る
。

淡
々
と
具
体
的
な
事
実
だ
け
を
述
べ
て
、
深
い
思
い
が
伝
わ
る

作
品
で
あ
る
。

【
山
根
】
急
逝
さ
れ
た
た
め
、「
目
高
」
が
遺
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
三
人
で

は
な
く
「
三
軒
」
と
表
現
し
た
「
軒
」
の
語
が
巧
み
で
、
お
父

様
が
ご
近
所
付
き
合
い
を
大
切
に
さ
れ
て
い
た
様
子
が
偲
ば

れ
る
。
作
者
も
、
貰
い
手
が
見
つ
か
っ
て
、
安
堵
し
た
に
違
い

な
い
。

田
中
春
生
賞

救
急
待
合
室
に
て

椅
子
固
し
霜
夜
は
す
で
に
午
前
二
時

京
都
府
与
謝
野
町

高
岡
茂
代

【
田
中
】
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
る
人
に
付
き
添
っ
て
来
た
作
者
。
病
院
に

着
い
て
何
時
間
も
ガ
ラ
ン
と
し
た
待
合
室
で
待
ち
続
け
て
い

る
。
も
と
も
と
固
か
っ
た
待
合
室
の
椅
子
も
一
層
固
く
冷
た
く

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
付
き
添
う
人
の
切
な
さ
が

伝
わ
っ
て
く
る
。

山
根
真
矢
賞

奥
能
登
に
知
人
を
訪
へ
ば

避
難
所
に
寝
茣
蓙
抱
へ
て
を
り
に
け
り

京
都
府
京
丹
波
町

本
谷
眞
治
郎

【
山
根
】
避
難
所
の
狭
い
個
人
用
の
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
、
持
ち
物
を
片
付

け
る
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
た
の
だ
ろ
う
。「
寝
茣
蓙
」
を
敷

い
て
な
ど
で
は
な
く
、「
抱
へ
て
」
と
し
た
そ
の
一
語
が
雄
弁
だ
。

天
災
が
続
い
た
奥
能
登
を
、
今
も
案
じ
る
気
持
ち
が
に
じ
む
。



前
書
俳
句
の
部

入
選
一
覧

田
中
春
生
選

賞
候
補

母
が
見
守
っ
て
い
る

玄
関
に
母
在
は
す
ご
と
夏
帽
子

山
口
県
周
南
市

浦
百
合
子

生
家
を
売
り
、
墓
仕
舞
ひ
も
し
て

故
郷
に
旅
寝
し
て
見
る
揚
花
火

大
阪
府
高
槻
市

瀬
野

浩

誰
と
で
も
す
ぐ
仲
良
く
な
れ
る
嫁

乳
母
車
預
け
て
嫁
の
盆
踊

大
阪
府
堺
市

白
木
原
玲
子

小
児
病
棟
の
犬
型
ロ
ボ
ッ
ト
ア
イ
ボ

抱
き
撫
づ
る
ア
イ
ボ
と
共
に
春
待
つ
子

京
都
府
城
陽
市

倉
本
節
子

舞
鶴
引
揚
記
念
館
に
て

少
年
の
語
り
部
と
な
る
夏
休
み

京
都
府
舞
鶴
市

園
部
テ
ル

穂
高
か
ら
槍
へ
の
尾
根
に
て

声
交
し
岳
人
霧
の
中
へ
消
ゆ

東
京
都
東
久
留
米
市

井
坂

宏

加
悦
野
田
川
の
親
水
公
園
に
て

岩
の
間
の
稚
魚
の
群
れ
追
う
跣
足
の
子

大
阪
府
豊
中
市

東
村
美
紀

近
所
の
子
と
一
緒
に
食
べ
た
団
子
が
懐
か
し
い

縁
台
の
団
子
取
り
合
ふ
今
日
の
月

香
川
県
高
松
市

重
岡

聖

佳

作

農
継
ぐ
か
迷
っ
て
い
た
伜
が
決
心
し
て
く
れ
た

農
継
ぐ
と
決
め
て
伜
が
毛
虫
焼
く

神
奈
川
県
厚
木
市

北
村
純
一

嫁
い
だ
娘
の
残
し
た
お
雛
様
を
今
年
も
飾
る

オ
ル
ゴ
ー
ル
の
螺
子
巻
き
ひ
と
り
雛
飾
る

東
京
都
江
戸
川
区

野
津
早
苗

涼
し
さ
が
待
た
れ
ま
す

樹
下
涼
し
夜
風
の
動
き
は
じ
め
け
り

大
阪
府
東
大
阪
市

土
田
善
子

高
校
野
球
最
後
の
夏
の
地
区
大
会

逆
点
の
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
へ
夏
燕

福
井
県
高
浜
町

神
谷
美
穂

お
か
げ
さ
ま
で
ラ
ジ
オ
体
操
無
欠
席

吾
を
起
す
猫
の
ル
ー
チ
ン
冬
の
朝

千
葉
県
千
葉
市

岩
﨑
髙
紀

限
界
集
落(

山
形
県
滝
の
沢)

秋
う
ら
ら
人
間
だ
け
が
ゐ
な
い
里

大
阪
府
大
阪
市

今
井
文
雄

白
寿
の
義
姉
の
訃
報
届
く

天
寿
と
や
泰
山
木
は
花
を
得
て

大
阪
府
堺
市

井
上
昌
子

佐
藤
愛
子
さ
ん
の
本

新
刊
の
著
者
は
百
歳
読
始

兵
庫
県
赤
穂
市

矢
野
君
子

ス
キ
ュ
ー
バ
ー
で
夜
海
面
へ

浮
上
す
る
海
面
一
杯
大
満
月

千
葉
県
千
葉
市

起
山
正
樹

難
病
克
服
後
身
体
障
害
の
身
で
杖
を
頼
り
に
花
見

花
巡
る
一
本
の
杖
あ
る
か
ぎ
り

神
奈
川
県
横
浜
市

多
田
学
友

初
恋

蚊
帳
吊
草
小
さ
き
約
束
交
は
し
割
く

奈
良
県
奈
良
市

貞
許
泰
治

追
悼

堤

信
彦
先
生

師
よ
来
ま
せ
菊
の
香
の
句
座
あ
け
て
待
つ

山
梨
県
市
川
三
郷
町

河
西
五
十
鈴

納
屋
の
片
隅
に
亡
き
父
を
見
つ
け
る

い
つ
の
日
か
消
え
し
軍
帽
終
戦
日

東
京
都
町
田
市

米
倉
信
山

俺
も
泣
き
た
い

ま
る
も
じ
の
イ
ン
ク
の
滲
み
秋
深
し

山
梨
県
身
延
町

片
田

旬

感
謝
の
気
持
ち
を
光
で
伝
え
る
長
岡
花
火
客

花
火
果
つ
河
原
に
揺
る
る
ス
マ
ホ
の
灯

大
阪
府
大
阪
市

岸
本
美
知
子

独
り
じ
ゃ
な
い
よ

初
雪
を
転
校
生
に
教
へ
け
り

福
岡
県
福
岡
市

松
本
逸
朗

子
供
の
頃
に
は

素
麺
と
西
瓜
と
来
れ
ば
次
昼
寝

京
都
府
京
都
市

鍋
倉
正
信

西
瓜
床
作
っ
て
亡
っ
た
夫
婦

夫
婦
逝
き
床
だ
け
残
る
ス
イ
カ
畑

山
形
県
大
石
田
町

柏
倉
ヤ
ス
子

平
穏
な
日
常
に
感
謝

入
れ
替
は
り
子
の
来
る
湯
船
終
戦
日

兵
庫
県
宝
塚
市

田
中
美
幸

江
山
文
庫

与
謝
の
子
の
色
短
冊
に
緑
さ
す

京
都
府
福
知
山
市

芦
田
美
幸

山
根
真
矢
選

賞
候
補

与
謝
野
駅
開
業
１
０
０
周
年
記
念
写
真
展
よ
り

花
散
る
や
Ｓ
Ｌ
走
る
宮
津
線

京
都
府
与
謝
野
町

植
田
宗
一

生
涯
独
身
の
我
が
身

父
に
な
り
た
か
つ
た
我
に
も
父
の
日
来

滋
賀
県
大
津
市

王
仁
曄
文

丹
波
千
代
川
遺
跡
を
望
め
ば

新
雪
の
幾
何
学
模
様
か
が
や
け
る

京
都
府
亀
岡
市

井
上

實

戦
後
八
十
年
、
幼
き
日
の
記
憶

布
団
干
し
長
子
の
帰
還
待
ち
し
母

神
奈
川
県
鎌
倉
市

嶋
村
比
呂
樹

娘
の
安
産
を
願
い

母
に
な
る
娘
の
服
に
て
ん
と
む
し

兵
庫
県
丹
波
篠
山
市

高
岡
菫
人

五
人
兄
弟
で
作
っ
た
餃
子

そ
れ
ぞ
れ
の
餃
子
の
形
こ
ど
も
の
日

兵
庫
県
加
古
川
市

東
田
学
道

小
児
病
棟
の
犬
型
ロ
ボ
ッ
ト
ア
イ
ボ

抱
き
撫
づ
る
ア
イ
ボ
と
共
に
春
待
つ
子

京
都
府
城
陽
市

倉
本
節
子

舞
鶴
引
揚
記
念
館
に
て

少
年
の
語
り
部
と
な
る
夏
休
み

京
都
府
舞
鶴
市

園
部
テ
ル

乗
馬
ク
ラ
ブ
の
馬
が
バ
ナ
ナ
好
き
に

バ
ナ
ナ
見
て
馬
の
よ
だ
れ
の
長
き
こ
と

兵
庫
県
西
宮
市

と
り
と
り
の
空

文
化
祭
は
ク
ラ
ス
で
演
劇

台
本
に
名
前
を
書
い
て
夏
休

京
都
府
与
謝
野
町

山
田
祥
雲

二
〇
二
五
年

大
阪
・
関
西
万
博
に
て

木
の
香
り
満
つ
る
大
屋
根
あ
ふ
ぐ
夏

大
阪
府
八
尾
市

乾

祐
子

佳

作

昨
年
、
大
内
峠
一
字
観
公
園
の
吟
行
会
に
参
加
し
て

キ
ャ
ン
プ
場
天
橋
立
一
望
に

埼
玉
県
越
谷
市

小
田
毬
藻

中
東
戦
争
の
悲
劇

虎
が
雨
涙
に
重
く
な
る
地
球

大
阪
府
池
田
市

西
山
岩
乃

九
十
歳
も
過
ぎ
る
と
役
に
立
た
な
い
自
分
！

も
う
当
て
に
さ
れ
ぬ
齢
や
大
昼
寝

北
海
道
新
得
町

中
島
土
方

子
の
結
婚
式
で
抗
癌
剤
使
う

妻
の
言
う

私
だ
け
の
写
真
と
つ
て
と
神
戸
の
春

千
葉
県
横
芝
光
町

伊
橋

徹

人
道
の
港
敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム
の
展
示
写
真
を
見
て

百
余
名
の
孤
児
の
笑
顔
や
菊
日
和

千
葉
県
松
戸
市

田
寛
子

八
月
十
日
に
脳
梗
塞
発
症
左
半
身
麻
痺
と
な
り

年
20

死
ぬ
ま
で
は
癒
え
ぬ
片
麻
痺
冷
さ
う
め
ん

滋
賀
県
湖
南
市

岡
崎
秋
胡
子

東
伊
豆
の
小
さ
な
漁
村
に
て

船
虫
や
寄
せ
場
の
ご
と
く
屯
せ
り

神
奈
川
県
大
和
市

荒
井

修

戦
後
八
十
年

戦
火
な
き
国
の
桜
を
見
上
げ
た
り

茨
城
県
常
陸
太
田
市

健
一
郎

感
謝
の
気
持
ち
を
光
で
伝
え
る
長
岡
花
火
客

花
火
果
つ
河
原
に
揺
る
る
ス
マ
ホ
の
灯

大
阪
府
大
阪
市

岸
本
美
知
子

袴
田
ひ
で
子
さ
ん

西
日
の
家
余
生
を
共
に
あ
ね
お
と
と

東
京
都
品
川
区

本
多
遊
子

毎
日
小
鳥
が
窓
辺
に
や
っ
て
来
る

存
問
の
た
め
の
囀
か
と
思
ふ

鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市

西
村
茂
乃

能
登
の
復
興
は
道
半
ば

こ
こ
に
来
て
座
っ
て
話
そ
う
能
登
は
春

福
井
県
坂
井
市

辻
川
定
男

与
謝
野
町
の
友
よ
り
茄
子
の
絵
手
紙
送
ら
れ
て

糠
床
の
熟
れ
も
上
々
今
朝
の
秋

大
阪
府
枚
方
市

澤
田
美
那
子

穂
高
か
ら
槍
へ
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て
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ゆ
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市
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宏
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悦
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田
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に
て

岩
の
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稚
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れ
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跣
足
の
子

大
阪
府
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中
市

東
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紀
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を
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出
ぬ
夜
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な
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都
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市
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を
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箱
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に
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を
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京
都
府
舞
鶴
市

神
無
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み
と

先
行
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吾
子
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花
野
風
あ
の
世
こ
の
世
を
気
の
ま
ま
に

大
阪
府
交
野
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杉
山
和
美

や
む
な
く
離
れ
暮
し
た
父
母

父
の
流
灯
母
の
流
灯
寄
り
添
は
せ

京
都
府
宇
治
市

古
橋
寛
人


